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今週の市場見通し 
国内株式市場 マーケット概観 

■日経平均は一時41000 円台まで上昇 

 先週の日経平均は週間で 2180.79 円高(＋5.63％)の

40888.43 円と大幅上昇した。一部メディアが、日本銀行が 3

月18-19日の金融政策決定会合にて「マイナス金利の撤廃」を

決議し、「長短金利操作（YCC）」「上場投資信託（ETF）などリ

スク資産の買い入れ」もそれぞれ終了すると報じたことで、週

初の東京市場は「金融政策の正常化」への取り組みが明確にな

ったことを材料に大型株が上昇。日経平均は前日比1000円超

の大幅高となった。19日の12時35分に日銀会合の結果が伝

わったタイミングでは、為替市場、株式市場ともに小動きだっ

たが、数分後に「当面、緩和的な金融環境が継続」と伝わると、

為替が1ドル＝150円台まで円安進行が加速。日銀会合の結果

は事前報道通りだったにも関わらず、日銀の緩和継続に安心感

が高まったことなどから、為替は円安に反応したもよう。円安

推移を材料に輸出関連銘柄などが買われ、日経平均は 40000

円台を回復した。 

 その後も米連邦準備制度理事会（FRB）が、米連邦公開市場

委員会（FOMC）にて現状の金利水準の維持と年内3回の利下げ

見通しを発表すると、米国株は上昇。NY ダウなど主要株価指

数がそろって史上最高値を更新したことから、日経平均、TOPIX

も上昇。週末の日経平均は一時41000円台まで上昇した。 

 なお、3月第2週の投資主体別売買動向によると、外国人投

資家は現物を503億円売り越したほか、TOPIX先物を1167億

円売り越し、225 先物も3585 億円売り越したことから、合計

5255億円の売り越しとなった。個人投資家は現物を4550億円

買い越すなど現先合計で5709億円買い越し。一方、信託が現

物を6823億円売り越した。 

 

■配当に絡んだ売買で TOPIX 優勢か 

22日の米国株式市場はまちまち。ダウ平均は前日比305.47

ドル安（－0.77％）の39475.90ドル、ナスダックは26.98ポ

イント高（＋0.16％）の16428.82、S&P500は7.35ポイント安

（－0.14％）の5234.18で取引を終了した。大証ナイト終値は、

通常取引終値比210円安の40500円。 

先週末の東京市場は、期末の権利取りなども意識されて

TOPIXの強さがやや目立った。NT倍率は22日終値ベースでは

14.53倍まで縮小。今週は先物市場で期末の配当落ちに絡んだ

TOPIX先物買いが1兆円分ほど入るとの観測（225先物には約

2000 億円の買い）もあることからTOPIX が相対的に強含む展

開となろう。TOPIXは、1989年12月18日の史上最高値2884.80

まで残り3％弱に迫っていることから、目先のターゲットとし

て意識されやすい。仮にTOPIXが史上最高値を更新すると、NT

倍率14.5倍で計算すると日経平均は41829.6円となる。NT倍

率が14.5倍から14.7倍ぐらいで推移することを考慮すると、

次の日経平均のターゲットは 42000 円水準と考えることもで

きる。 

 

■短期的な過熱感のほか、為替介入警戒も 

 日経平均の予想株価収益率（PER）は22日算出時点で17.38

倍と約3年ぶりの高い水準まで上昇。来期も企業業績は好調と

の見通しから企業の1株利益（EPS）は上昇が見込まれており、

現在のPERは許容範囲内と見られているが、3年ぶりの水準ま

でPERが上昇したことが「売り」の材料に使われる可能性はあ

るので注意は必要だ。また、日銀会合前後の上昇によって、25

日移動平均線、75日移動平均線、200日移動平均線の乖離率を

合計した総合乖離率が 37.7％と「短期的な買われすぎ」を示

す35％を超えている。週間で5％超上昇していることからも、

日経平均は短期的な過熱感が意識されやすい状況だ。 

 なお、為替が1ドル＝151円台後半に入っていることから、

政府・日銀による為替介入実施への警戒感も、日経平均の上値

を抑える材料となろう。先週末は、鈴木財務大臣が「高い緊張

感をもって相場を注視」「為替介入の可能性は最もコメントで

きないことの一つ」といった軽い口先介入を実施しているが、

為替介入の陣頭指揮を執る神田財務官はまだ発言していない。

日米中銀イベントを経ての円安進行のため「投機的な動き」と

言いにくいのかもしれないが、2022年に為替介入を行った151

円95銭水準が近づくと市場の緊張感は高くなるだろう。「脱デ

フレ」が意識されつつあるなか、期末に株安を招いてしまう円

買い・ドル売りの為替介入は実施しにくいとの考えもできよ

う。為替市場は神経質な状況を迎えており、政府・要人の発言

には要注意だ。 

 

■28 日に米GDP（確定値）発表 

 今週にかけて、国内は、25日に、1月景気動向指数（改定値）、

29日に、3月東京都区部消費者物価指数（CPI）、2月失業率、

2月鉱工業生産（速報値）などが予定されている。 

海外では、25日に米・2月新築住宅販売件数、26日に米・2

月耐久財受注、1 月 S&P ケースシラー住宅価格（20 都市）、3

月リッチモンド連銀製造業指数、3月コンファレンスボード消

費者信頼感指数、27日に豪・2月CPI、欧・3月ユーロ圏景況

感指数、米・週次原油在庫、28日に、豪・2月小売売上高、独・

2月小売売上高、英・10-12月期 GDP（改定値）、米・週次新規

失業保険申請件数、10-12月期 GDP（確定値）、3月シカゴ購買

部協会景気指数、3 月ミシガン大学消費者信頼感指数（確報

値）、2月中古住宅販売成約指数、29日に、米・2月PCEデフ

レータなどが予定されている。 

 

 

過熱感強い日経平均を横目に、今週は TOPIX 優勢の展開か 

国内株式市場 
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今週の市場見通し 

国内株式市場 新興市場 

 

 

QPS研究所<5595> 

イーエムネットジャパン<7036> 

 円 

東証グロース市場250指数 

新興市場 

■高配当銘柄などプライム市場へ関心が向かいやすい週か 

 

今週の新興市場は、IPOに短期資金が向かうことで、先週

21日や22日のように売買代金は増加する可能性はあるが、東

証グロース市場Core指数構成銘柄など時価総額が大きい主

力銘柄の売買は細る展開を想定する。3月期末の最終週とい

うことで、個人投資家は高配当銘柄などプライム市場に関心

が向かいやすいことも影響し、新興市場の主力処は物色の蚊

帳の外となりそうだ。 

 

■IPOラッシュ週、今週は12社上場予定 

 

今週予定されている新規株式公開（IPO）は12社あるが、

コロンビア・ワークス<146A>を除く11社がグロース市場に上

場することで、日替わり物色の忙しい相場展開となろう。IPO

以外では、売買代金急増で上場来高値を更新したQPS研究所

<5595>に注目だが、目立った売買材料が観測されていないな

かでの急騰のため、乱高下の可能性はあるので注意は必要

だ。なお、先週は生成AIを活用したデジタルマーケティング

のインハウス支援サービスを開始したイーエムネットジャ

パン<7036>や、モバイルバッテリーシェアリング会社などを

経営管理する豪Ezycharge社の発行株式のうち51％を取得す

ると発表したINFORICH<9338>などが買われた。 

 

IPOなど個別物色が中心となることで、東証グロース市場

指数、東証グロース市場250指数など指数の方向感は乏しく

なろう。両指数ともに75日移動平均線からの反発で、25日移

動平均線は回復しているが、今週はこの25日移動平均線水準

での値固めを試すと想定する。 

 

 

IIPO 中心の個別物色中心で指数の方向性は乏しいか 

 円 
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■先週の動き 

週明け、予想を上回った経済指標が好感されたほか、半導

体エヌビディア主催の人工知能（AI）の年次会議への期待に

ハイテク中心に買われ、上昇で始まった。フアン最高経営責

任者（CEO）のスピーチでの新製品発表期待などにエヌビデ

ィアが買われ、ハイテクセクターを押し上げたほか、予想を

上回った2月の住宅着工件数を受けて、ソフトランディング

期待にダウも上昇した。週半ば、連邦準備制度理事会（FRB）

が連邦公開市場委員会（FOMC）で予想通り5会合連続で政策

金利の据え置きを決定したほか、金融当局者が 12 月時点と

同様に依然平均で年内3回の利下げを予想していることが明

らかになり、さらに、パウエル議長も会見で年内のどこかで

利下げを想定していることを再表明したため年内の利下げ

期待に大幅続伸。週後半にかけても、年内の利下げ期待を受

けた買いが続いたほか、良好な雇用や住宅関連指標を受けて

成長期待を受けた買いも手伝い、相場を一段と押し上げた。

主要株式指数は連日過去最高値を更新。結局、週を通じ上昇

した。 

 

電気自動車メーカーのテスラは、モデルYの値上げ計画が

好感され上昇。半導体のエヌビディアは、AIイベントでフア

ンCEOがデータセンター機器への投資で大型シェア獲得が可

能な好位置にあると自信を表明し、期待感から上昇した。百

貨店のノードストロムは、創業者一族が非公開化を模索して

いると報じられ上昇。エンターテインメントのディズニーは

主要株主のジョージ・ルーカス氏が物言う投資家による委任

状争奪戦において、アイガーCEO 支持を表明したため上昇し

た。半導体のマイクロン・テクノロジーは四半期決算で予想

を上回る結果を受け上昇。銀行の JP モルガンは想定外に増

配を発表し上昇。メキシコ料理レストラン運営のチポトレ・

メキシカングリルは1株につき50 株とする株式分割計画を

発表し上昇。オンライン掲示板のレディットはニューヨーク

証券取引所（NYSE）に上場し、新規株式公開（IPO）価格を

38％上回る 47 ドルで取引が開始する好調なスタートを切っ

た。 

 

■今週の見通し 

今週はFRBがインフレ動向を判断するために特に注視して

いるPCEコア価格指数の2月分が発表されるため注目だ。ま

た、パウエル議長がサンフランシスコ連銀主催イベントのマ

クロ経済・金融政策会合で講演を予定しており、注目したい。

 

生産者物価指数（PPI）と項目が類似している PCE 価格指

数は前月比で伸びが拡大し、PCE コア価格指数は前年比で 1

月と同水準の伸びを維持する見込み。もし、予想通りの結果

となった場合は、利下げにつながるインフレ改善の証拠とは

ならず相場の上値を抑制することになるだろう。 

 

1月の消費者物価指数（CPI）が予想を上回るなど、あまり

インフレに改善が見られない中、FRBがFOMC結果と同時に公

表した金利予測分布図（ドット・プロット）で金融当局者が

依然平均3回の利下げを予想していることが明らかになると

安心感から買われた。ただ最近のデータでは、労働市場は依

然強く、住宅市場も春のピークに向けて力強い結果が目立

つ。ドット・プロットにおいても、当局者は今年の国内総生

産（GDP）成長率やコアCPI予測を12月から引き上げたほか、

失業率見通しを引き下げるなど、利下げが示唆される内容で

はなかった。パウエル議長はFOMC 後の会見で1月のインフ

レデータの強い結果について、季節要因が影響しておりイン

フレ改善の軌道に変わりはない、とハト派姿勢を維持。FRB

はおそらく利下げに踏み切ることを望んでいるのだろうと

一部の市場関係者は指摘している。インフレ改善の停滞や景

気の好調なデータにもかかわらず議長の講演で、ハト派姿勢

が再確認された場合、相場を一段と押し上げることになるだ

ろう。なお、29日はグッド・フライデーで債券、株式市場は

休場となる。 

 

経済指標では、2 月新築住宅販売件数、2 月シカゴ連銀全

米活動指数、3月ダラス連銀製造業活動（25日）、2月耐久財

受注、1月FHFA住宅価格指数、ケース・シラー米住宅価格指

数、3 月コンファレンスボード消費者信頼感指数、3 月リッ

チモンド連銀製造業指数（26 日）、10-12 月期国内総生産

（GDP）、3 月シカゴ購買部協会景気指数、2 月中古住宅販売

保留、3月ミシガン大消費者信頼感指数確報値（28日）、2月

PCE コア価格指数（29 日）、などが予定されている。また、

29 日にはパウエル議長がサンフランシスコ連銀主催のイベ

ントで講演を予定している。 

 

主要企業決算では、スパイスメーカーのマコーミック、ゲ

ーム販売のゲームストップ（26 日）、クルーズ船運営のカー

ニバル、給与・人事関連アウトソーシングを提供するペイチ

ェックス（27 日）、ドラッグストア小売のウォルグリーン・

ブーツ・アライアンス（28日）、などが予定されている。 

 

クルーズ船関連の需要はパンデミック前の水準に回復、同

業のロイヤル・カリビアンやノルウエージャン・クルーズラ

インも見通しを引き上げており、カーニバル決算では強い結

果に期待できそうだ。 

PCE コア価格指数やパウエル FRB 議長講演に注目/米国株式相場 今週の見通し 

米国株式市場 
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米ドル・円 予想レンジ 149.00 円 ～ 154.00 円 

債券先物予想レンジ 145.10 円 ～ 145.70 円 

長期国債利回り予想レンジ 0.710 ％ ～ 0.760 ％ 

今週の為替/債券市場見通し 
為替/債券市場 

 

今週のドル・円は底堅い値動きとなりそうだ。日本銀行は 3 月

18-19 日の金融政策決定会合でマイナス金利解除など含めた大規

模緩和の修正に踏み切ったが、緩和的な金融環境を当面維持する

方針であり、金融正常化を加速させることには慎重とみられる。

米FRB は 19-20 日の米連邦公開市場委員会（FOMC）で政策金利の

据え置きを決定。金融当局者による金利見通しでは、利下げに関

し前回の昨年12月から変わらず、年内3回の可能性が示された。

 

市場参加者の間ではFOMCの政策金利見通しなどはハト派寄りと

受け止められているが、インフレ緩和のペースは加速していない

ため、米金融当局は利下げを急ぐ必要はないと判断しているとみ

られる。そのため、投資家のドル選好はしばらく続くだろう。も

っとも、ドル・円は 151 円台後半まで上昇し、日本政府による為

替介入に対する警戒が高まるため、新たなドル買い材料が提供さ

れない場合、リスク選好的なドル買い・円売りが一段と拡大する

可能性は低いとみる。 

 

 

【日・3月東京都区部コアCPI】（3月29日発表予定） 

 29日発表の3月東京都区部消費者物価指数（CPI）は、2月実績

の前年比＋2.5％を維持できるか注目。前回実績を下回った場合は

日銀の金融正常化を後押しできず、円売り要因になろう。 

 

【米・2月コアPCE価格指数】（3月29日発表予定） 

 29日発表の米2月コアPCE価格指数は前年比＋2.80％程度と予

想されている。市場予想を下回った場合、ドル売りの手がかりに

なりやすい。 

円99銭まで下げたが、日本銀行金融政策決定会合の結果判明後に

145円79銭まで買われた。日銀は緩和的な金融環境を当面維持す

るとの見方が強まり、為替相場は円安方向に振れたものの、米国

における年内 3 回の利下げ予想も維持されたことで債券先物は下

げ渋り、145円41銭でこの週の取引を終えた。 

 

■今週の見通し 

 今週(3月25日－29日)の債券市場では長期金利は0.7％台で推

移か。日本銀行は17年ぶりの利上げに踏み切ったものの、国債買

い入れは当面現状程度の水準を継続するとみられ、長期金利の上

昇余地は限られそうだ。年度末を前に投資家は積極的な取引を控

えるとの見方が出ており、現物債の売りは減少する可能性がある

ことも債券利回りの上昇を抑える一因となりそうだ。 

 

債券先物 6 月限は下げ渋りか。日本銀行による国債買い入れは

当面現状程度の水準を継続するとみられ、為替相場が多少円安方

向に振れても債券先物は145円台を維持する可能性が高い。 

■先週の動き 

 先週(3月18日－22日)の長期債利回りは弱含み。日本銀行は3

月18日－19日開催の金融政策決定会合で金融機関の日銀当座預金

の一部に－0.1％を適用している政策の廃止を決めた。さらに政策

金利として無担保コール翌日物レートを0.00－0.1％に誘導する。

ただ、4－6 月はこれまでとおおむね同程度額で長期国債の買い入

れを継続するとした。これを受けて長期債利回りはやや低下。日

銀の決定は相次いだ事前報道の通りで、債券市場も金融政策の修

正を織り込んでいたようだ。ただ、22日の取引で2年債などの中

期債の気配が甘くなった。円安継続を受けて日本銀行は早期の追

加利上げに踏み切ることへの警戒感は消えていないようだ。 

 

10年債利回りは下落。0.788％近辺で取引を開始し、一時0.796％

近辺まで上昇したが、21 日の取引で 0.730％近辺まで低下し、

0.741％近辺でこの週の取引を終えた。 

 

債券先物6月限は強含み。145円13銭で取引を開始し、一時144

債券市場 

為替市場 

為替/債券市場 
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上昇率上位銘柄 下落率上位銘柄 業種別騰落率

コード 銘柄 終値（円） 騰落率（%） コード 銘柄 終値（円） 騰落率（%） 上位セクター 騰落率（%）

3865 北越コーポレーション 2,350.0 45.96 7388 ＦＰパートナー 6,590.0 -11.19  輸送用機器 9.73

3498 霞ヶ関キャピタル 17,200.0 40.29 9501 東京電力ホールディングス 872.8 -9.67  不動産業 9.55

4813 ＡＣＣＥＳＳ 1,738.0 30.97 9743 丹青社 883.0 -8.02  パルプ・紙 9.50

9099 Ｃ＆Ｆロジホールディングス 2,541.0 26.36 3038 神戸物産 3,650.0 -7.99  ゴム製品 9.06

4826 ＣＩＪ 953.0 23.77 6309 巴工業 4,215.0 -7.16  証券業 7.58

5017 富士石油 449.0 19.73 5076 インフロニア・ホールディングス 1,495.0 -7.09  銀行業 6.70

7172 ジャパンインベストメントアドバイザー 1,065.0 19.39 3854 アイル 2,992.0 -6.79  機械 6.36

7347 マーキュリアホールディングス 1,078.0 18.59 3649 ファインデックス 1,121.0 -6.58 下位セクター 騰落率（%）

7250 太平洋工業 1,730.0 18.49 6387 サムコ 4,980.0 -5.32  海運業 -1.07

8830 住友不動産 5,442.0 18.00 2501 サッポロホールディングス 6,058.0 -5.23  電力・ガス業 1.12

7034 プロレド・パートナーズ 465.0 17.42 4551 鳥居薬品 4,010.0 -5.20  医薬品 2.09

4344 ソースネクスト 266.0 17.18 7868 広済堂ホールディングス 652.0 -4.96  食料品 2.62

3696 セレス 1,799.0 16.06 9267 Ｇｅｎｋｙ　ＤｒｕｇＳｔｏｒｅｓ 6,440.0 -4.87  繊維業 2.69

9279 ギフトホールディングス 3,550.0 16.01 1884 日本道路 1,910.0 -4.69  精密機器 2.78

3778 さくらインターネット 7,120.0 15.96 7033 マネジメントソリューションズ 2,238.0 -4.56  陸運業 2.92

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マーケットを読む 
今週のポイント 

先週の日経平均は大幅に反発して高値を更新している。週初

には日銀が 3 月にマイナス金利政策を解除するとの報道があっ

たが、その後の為替動向を受けて安心感が強まり、大幅に上昇

する展開となった。翌日には金融政策の変更が正式に発表され

たが、その後は一段とあく抜け感が強まる形に。祝日を挟んだ

21 日には、FOMC で年内金利見通しが据え置かれたことで安

心感、一段と買い進まれて高値更新となった。業種別では海運

を除いて全面高。とりわけ、日銀会合後の円安推移を受けて自

動車株が買われた。不動産株などにも買い戻しが優勢に。銀行

株は日銀会合直後に売り優勢となったが、その後は早期の追加

利上げ期待などもあって反発。半導体関連株には、米マイクロ

ンの好業績見通しが買い材料視される場面が見られた。 

個別では、今期の黒字転換見通しを受けてACCESSが急伸、

トリケミカル、ギフト、HIS、雪国まいたけ、日本航空、ぐるなびな

ども決算や業績修正が評価される。丸三証券、鉄建は増配発表

で買われる。熊谷組はオアシスの保有比率上昇が思惑買いに

つながった。富士石油も出光興産の追加取得で、C&F ロジは

AZ-COM 丸和の TOB 発表が伝わりそれぞれ急伸。スカパー

JSAT は米軍と連携拡大に向けて協議と伝わり期待材料視され

る。シャープは SDP 生産停止も視野にと伝わりポジティブに受

け止められた。半面、丹青社は今期ガイダンスがマイナス視さ

れ、日本オラクルは決算発表が出尽くし感につながる。インフロ

ニアは CB 発行による潜在的な希薄化を嫌気。 

今週は需給面でのイベントが注目材料となる。27 日は 3 月期

末配当権利付き最終売買日となる。今年は特に新 NISA 初年度

で高配当利回り銘柄への注目度も高まったとみられ、権利落ち

後の反動安などが警戒材料とされよう。一方、配当再投資による

先物買い需要は 1 兆 2000 億円程度との試算もある。27 日から

28 日にかけて買い需要が発生することになる。今週トータルで

見ると、この買い需要に対する期待感が優勢になりそうだ。ほ

か、日経平均リバランスに伴い、新規採用以外の指数構成銘柄

には29日に5500億円程度の売り需要が発生する。28日には浮

動株調整による TOPIX リバランスもあり、銘柄によっては乱高下

するものも散見されてこよう。来週からは新年度となるため、機

関投資家の益出し売りも注目される。とりわけ、今年度の株式市

場大幅高で、売り圧力は強まる可能性が高い。全般的に、配当

再投資の買い一巡後は様子見ムードが強まりそうだ。 

日米の金融政策イベントを通過して、当面の不透明感は払し

ょくされつつある。一方、両イベントを通過しても為替市場でのド

ル高・円安は止まっておらず、日銀の為替介入などはリスク要因

となってこよう。異次元の緩和政策を修正したことにより、介入が

実施しやすくなっているとみられる。この点は自動車など輸出関

連株の買い手控え材料と捉えたい。また、先週末の半導体関連

株の伸び悩みにも注意、新年度入り後の資金シフトも想定して

おきたいところ。ほか、今週はIPOラッシュとなり、個人投資家主

導で買い上げられてきた銘柄群には資金流出の懸念も残る。 

今週は需給イベントが焦点、日銀の為替介入なども今後はリスク要因に 

先週動いた銘柄・セクター（東証プライム） 

今週のポイント 
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日経平均株価 
 

 

 

 

 
■大勢では強い上昇トレンドが続いていると推察される 

 
 

  

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上げ一服、大勢上昇もローソク足「星」示現 

先週（3月18-22日、20日は休場）の日経平均株価は3週ぶ

りに上昇した。1週間の上げ幅は2180.79円（前週は981.30円

安）だった。 

 

東証と大阪取引所の投資部門別売買状況では、現物・先物合

算で海外投資家は3月2週（3月11日-15日）、売り越しへ転じ

（5255億円、前週は4319億円の買い越し）、現物も売り越しへ

転じた（503億円、前週は1846億円の買い越し）。 

 

先週の日経平均は週末まで4連騰した。週初18日は1032.80

円高と値を飛ばし、休日前19日に終値が4万円を奪回。週末22

日は節目の41000円超えまで上ヒゲを伸ばした。この間、18日

に上向きの25日移動平均線を5日線が上抜く短期ゴールデンク

ロスを示現したのに続き、19日はパラボリックが買いサイン点

灯を開始し、それぞれ短期的な買い圧力の強まりを示唆した。 

 

 今週の日経平均は上げ一服が予想される。25 日、13 週、200

日など主要な移動平均線は軒並み上向きで週末を迎えた。一目

均衡表は日足、週足ともに三役好転下の買い手優勢の形状にあ

って基準線と転換線がともに上向いているため、大勢では強い

上昇トレンドが続いていると推察される。ただ、先週末はロー

ソク足が寄り引けほぼ同値の小陰線の胴体部分から上下に短い

ヒゲを出す「星」を描いて足元の売り買い拮抗状態を示唆して

おり、ごく短期的には上げ一服が予想される。 

 

先週末終値が25日線を上回る銘柄は日経平均採用225銘柄の

うち197銘柄（先々週末3月15日は137銘柄）と過熱状態が警

戒される9割に迫った。東証プライム市場の全銘柄でも81％（同

61％）と著しく増加したため、短期的には利益確定売り圧力が

増した模様だ。 

 

ボリンジャーバンドでは、先週末まで 2 日連続で終値が+2σ

を上回り、上値拡張局面入りを示唆している。ただ、22日時点

で1σ相当の値幅は768.18円と先々週末15日の886.94円から

縮小しており、日々の値動きは小さくなる方向にあるようだ。 

 

上値では、25日線比5％高が短期的な目標として意識される。

先週末終値を基にすると41263.25円だが、25日線は右肩上がり

を続けているため、25 日線比 5％高ラインも切り上がり、過熱

感の高まりを伴わずに株価が上がっていく可能性がありそう

だ。下値では節目の4万円前後が抵抗帯として期待できよう。 

一目均衡表（日経平均） 
■ 基準線 ■ 転換線 ■ 遅行スパン ■先行スパン1 ■先行スパン 2 

テクニカル分析 

円 
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今週の分析銘柄 -1- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連 255,938 2.9% 27,664 27,931 -0.1% 17,539 131.22

2021/3連 266,745 4.2% 27,064 27,522 0.5% 17,682 132.30

2022/3連 245,419 -8.0% 25,135 26,938 -2.1% 18,053 136.25

2023/3連 279,315 13.8% 22,233 23,460 -12.9% 14,772 115.16

2024/3連予 298,000 6.7% 26,000 28,500 21.5% 18,000 144.12

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

3/22 終値 3475 円 

目標株価 4000 円 

業種 食料品 

■北海道産ばれいしょが豊作 

 

 ポテト系、小麦系、コーン系・豆系のスナック菓子、シリアル食

品などを手掛ける。スナック菓子市場で 50％以上のシェアを有

し、主力の「ポテトチップス」や「じゃがりこ」等のポテト系スナック

では 70％を超えるシェアを維持している。シリアル食品もトップ

シェアで「フルグラ」などを展開する。海外売上高比率は 26％

で、世界9地域でスナック菓子、シリアル食品を販売している。24

年3月期第3四半期累計期間（23年4-12月）の営業利益は前年

同期比31.3％増の237.15 億円。23 年秋の北海道産原料ばれい

しょの収穫量が高水準となったことを背景に、販売促進策を計画

的に実施したことなどが奏功した。価格・規格（内容量）改定効果

も寄与した。 

 

■利益積み上げは順調のもよう 

 

 通期営業利益は前期比16.9％増の260億円となる計画で、第3

四半期までの進捗率は91.2％。同社は22年より商品の価格改定

と内容量変更を実施し、収益拡大の要因の一つとなっている。今

年6月にも68品の価格改定・内容量変更を予定しており、来期以

降の収益増加要因となると見られる。株価は概ね堅調だ。次の大

台となる 4000 円を目標株価としたい。 

 

★リスク要因 

天候不順などによる原料作物の不作など。 

2229：日足 

 

適度な調整はさみつつ昨年秋より

上昇波動継続。 

          

ポテト系スナックでシェア70％超、6月にも価格改定を予定 

カルビー〈2229〉プライム 

今週の分析銘柄 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -2- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/12連I 183,041 1.2% 10,682 10,624 -23.5% 7,425 83.73

2021/12連I 189,652 3.6% 14,010 13,880 30.6% 9,763 109.37

2022/12連I 205,618 8.4% 12,757 12,557 -9.5% 9,116 105.11

2023/12連I 224,730 9.3% 17,472 - - 10,432 121.17

2024/12連I予 289,000 28.6% 26,000 - - 18,000 209.02

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

3/22 終値 3666 円 

目標株価 4110 円 

業種 食料品 

■24年12月期営業利益は前期比48.8％増を計画 

 

24 年 12 月期業績は、売上収益が前期比 28.6％増の 2890 億

円、営業利益は同48.8％増の 260 億円を計画。国内加工食品事

業の売上収益は、前年並みの 1420 億円、事業利益について

は、原材料価格や物流費等の増加により、前期比 41.2％減の 61

億円を見込んでいる。国際事業の売上収益は 1525 億円（79％

増）、事業利益は 126 億円（13.2％増）を見込む。なお、連結子会

社化したトマト一次加工品生産能力で米国第2位のIngomarの影

響は、売上収益515 億円、事業利益31 億円となる。 

 

■テクニカル妙味が高まる 

 

株価は2 月1 日に付けた 3861円をピークに調整となり、3 月8

日には 3285 円まで下落した。ただし、75 日線が支持線として機

能する格好から足もとでリバウンドをみせており、直近で 25 日線

を突破した。一目均衡表では雲を上放れ、遅行スパンは上方シ

グナルを発生しおり、テクニカル妙味が高まってきた。目標株価

は 2 月高値突破を想定し、2020 年11 月高値の 4110 円とする。 

 

★リスク要因 

原材料価格や物流費等の増加。 

2811：日足 

 

75 日線を支持線としたリバウンドか

ら 25 日線を上放れ。 

          

連結子会社化したIngomarの効果で今期2ケタ増収増益見込む 

カゴメ〈2811〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -3- 

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連 601,514 -3.1% 26,014 20,166 -35.5% 14,003 214.70

2021/3連 577,426 -4.0% 27,544 22,066 9.4% 15,831 242.68

2022/3連 691,530 19.8% 43,562 40,816 85.0% 26,487 406.01

2023/3連 755,821 9.3% 35,087 32,411 -20.6% 23,008 349.59

2024/3連予 766,000 1.3% 32,000 28,700 -11.4% 23,000 354.86

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

3/22 終値 3887 円 

目標株価 5300 円 

業種 化学 

■樹脂の総合メーカー 

 

 プラスチック製品の素材となる塩化ビニル樹脂の一貫生産を

手掛ける。また樹脂の種類や成型方法、発泡倍率を変えること

で、発泡樹脂はさまざまな機能を持つことができ、緩衝発泡剤や

自動車部材、住宅の断熱材なども製造販売している。 

 

■200万株の自社株買いを実施中 

 

 24年3月期の売上高は10年前の14年3月期と比較すると46％

増、同営業利益は10年前比29％増の計画となっており、業績は

緩やかながらも拡大傾向にある。一方、過去10年ROEは一度も

8％を超えたことがなく、株価は PBR0.6 倍程度の水準となってい

る。東証の市場改革により、企業は以前に増して ROE を意識し

た経営を求められるようになっている。これに対応するため同社

では2月9日から6月21日までを対象に発行済株式総数の3％

強となる 200 万株の自社株買いを実施している。ROE を短期間

に効率的に引き上げる手段として自社株買いは優れており、今

回の自社株買い終了以降も継続的な自社株買い実施が期待さ

れる。自己資本比率も 50％を超える健全なバランスシートを有し

ており、継続的に自社株買いを実施する余力も十分に有すると

思われる。目標株価は PBR が 0.8 程度となる 5300 円とする。 

 

★リスク要因 

温室効果ガス排出に関する規制強化など。 

4118：日足 

 

25 日線と 75 日線のゴールデンクロ

スが実現される。 

          

継続的な自社株買い実施が期待される 

カネカ〈4118〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -4- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連 87,729 -0.8% 3,441 4,007 - -124 -

2021/3連 82,442 -6.0% 6,506 6,376 59.1% 3,279 57.69

2022/3連 84,295 2.2% 687 1,012 -84.1% 257 4.92

2023/3連 99,481 18.0% 3,887 4,351 329.8% 3,848 76.69

2024/3連予 110,000 10.6% 10,500 11,500 164.3% 8,400 169.49

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

3/22 終値 2324 円 

目標株価 2735 円 

業種 化学 

■第3四半期時点での営業利益進捗率は86.2％ 

 

主力の船舶用塗料分野を中心に、日本においては新造船及

び修繕船向けの需要が堅調に推移。また、欧州・米国において

は、船舶用塗料で堅調な需要が継続するなか、製造コストに見

合った販売価格の適正化や高付加価値製品の拡販に注力した

ほか、円安効果もあって修繕船向けの販売が伸長し、足もと2024

年3 月期第3 四半期（23 年4-12 月）業績は、売上高が前年同期

比21.4％増の861.40 億円、営業利益は同439.4％増の 90.51 億

円だった。通期計画に対する第3 四半期時点での営業利益進捗

率は 86.2％となる。 

 

■上昇トレンドラインを継続 

 

株価は上向きで推移する25日線を支持線とした上昇トレンドラ

インを継続。3月6日に付けた2379円をピークに長い上ヒゲを残

す格好となったが、25 日線が支持線として機能する格好から直

近でリバウンドを強めている。目標株価は6日高値から11日に付

けた2023円までの下落幅をリプレイスした2735円とする。なお、

信用倍率は直近で25.77倍と取り組み妙味はないが、長期上昇ト

レンドを継続しており、需給は良好である。 

 

★リスク要因 

製造コストや為替変動。 

4617：日足 

 

25 日線を支持線が支持線として機

能している。 

          

欧州・米国において販売価格の適正化や高付加価値製品の拡販に注力 

中国塗料〈4617〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -5- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/9連 398 - -799 -755 - -763 -

2021/9連 827 107.8% -362 -321 - -327 -

2022/9連 1,254 51.6% -319 -302 - -303 -

2023/9連 1,709 36.2% -9 -26 - -28 -4.73

2024/9連予 2,234 30.7% 138 134 - 131 21.10

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

3/22 終値 1841 円 

目標株価 2400 円 

業種 情報・通信業 

■契約社数は前年同期比38％増 

 

 法人向けクラウド車両管理システムを提供。24 年9 月期第1 四

半期（2023 年 10-12 月）の売上高は前年同期比 25.6％増の 5.1

億円と増収かつ過去最高で着地。契約社数は同38％増の 1,332

社。FO（フリートオペレーター）事業で大型案件を受注しリカーリ

ング売上が増加した。また、営業損失は 800 万円(前年同期は

2900 万円)と赤字幅が縮小。アルコールチェック義務化対応や広

告宣伝費等の増加により一時的に赤字計上となったが、通期で

は1.38億円と黒字化を見込んでいる。売上高、営業利益ともに通

期計画に対して堅調な進捗となっている。 

 

■運送業界の2024年問題が追い風 

 

2 月14 日の決算発表以降、株価は年初来高値2325 円を付け

たが、その後は冴えない値動きに。3 月に入っても下げ幅を広げ

ていたが、直近は反発の兆しを見せている。今年 4 月からはドラ

イバーの時間外労働が規制されるなどドライバーを取り巻く環境

が変わり、運送業界の 2024 年問題として注目されている。ドライ

バーの運行管理がさらに重要となるため、同社事業への追い風

が続きそうだ。業績及び契約社数が堅調に推移する中、ひとま

ず年初来高値付近の 2400 円を目標株価としたい。 

 

★リスク要因 

グロース市場全体の低迷など。 

5137：日足 

 

株価は軟調推移も中期的には投資

チャンスの可能性も。 

          

法人向けクラウド車両管理システムを提供、運送業界の2024年問題で注目 

スマートドライブ〈5137〉グロース 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -6- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/6単 761 206.9% - 376 200.8% 251 2280.56

2021/6連 722 - 165 45 - -19 -

2022/6連 1,011 40.0% 243 14 -68.9% -48 -

2023/6連 2,022 99.8% 708 417 - 317 57.41

2024/6連予 3,002 48.5% 1142 864 107.2% 515 83.08

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

3/22 終値 6290 円 

目標株価 7540 円 

業種 情報・通信業 

■上期営業利益は前年同期比78.7％増 

 

 建設業界を中心とした DX コンサルティング、システム開発・販

売を行う。コンピューター上の 3 次元建物モデルに、設計・施工・

コストなどのデータを蓄積し活用する BIM（ビルディング・インフ

ォメーション・モデリング）を支援する「Lightning BIM」や、熟練エ

ンジニアのノウハウをアルゴリズム化した自律型 CAD

「PlantStream」などを提供する。コンサルからシステム開発・事業

化までを顧客企業と共同で実行する「共創開発・販売」が特徴。

24年6月期上期は売上高が前年同期比64.6％増の14.00億円、

営業利益は同78.7％増の5.39 億円となった。建設業界における

DX 需要の高まりを受け事業が拡大した。 

 

■公共工事はBIM利用が原則化 

 

 国交省は 23 年より公共事業での BIM 利用を原則化し、今後、

対象範囲を順次拡大していく方向にある。また、今年 4 月に開始

される労働時間の上限規制もあり、建設業界は大幅な効率化に

よる生産性向上が喫緊の課題となっている。こうした背景もあり、

同社事業への需要は今後さらに増加すると想定される。株価は

昨年12月以降、調整をはさみつつ概ね堅調だ。足元の好業績と

成長期待に鑑み、上場来高値7540 円を目標株価としたい。 

 

★リスク要因 

日銀の政策変更による不動産・建設市場の変調など。 

5254：日足 

 

25 日線を下支えとして底堅い展開。

          

建設DXを支援、生産性向上は建設業界の喫緊の課題 

Arent〈5254〉グロース 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -7- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連I 4,041,376 -0.9% - -32,660 - 87,123 259.39

2021/3連I 3,699,946 -8.4% - 49,355 - 40,639 120.92

2022/3連I 3,860,283 4.3% - 173,684 251.9% 113,541 338.24

2023/3連I 4,202,797 8.9% - 191,126 10.0% 130,451 388.43

2024/3連I予 4,400,000 4.7% - 290,000 51.7% 190,000 565.65

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

3/22 終値 13585 円 

目標株価 16000 円 

業種 機械 

■防衛関連売上高はグループ売上高の約11％を占める 

 

 三菱重工業は護衛艦や潜水艦・戦闘機などを防衛省に納入し

防衛省の装備品調達で最大の契約相手先。23年3月期の同社防

衛・宇宙セグメント（防衛省向けがほとんど）売上高は4794億円

で、グループ売上高約4兆2000億円の約11％を占めた。 

 

■防衛関連売上高は1兆円規模に膨らむ見通し 

 

 日本の防衛費は2000年代以降概ね5兆円前後で推移してきた

が、安全保障環境のリスク増大を受けて、防衛費は 2022 年に初

めて6兆円を突破した。政府は今後2027年度までには防衛費を

9 兆円程度に増額する方針。同社においてもミサイル製造設備

の増強、次期戦闘機開発設備への投資を進めており、25 年 3 月

期以降は防衛関連売上高について 1 兆円規模を想定している。 

 その他、同社は脱炭素分野で世界トップクラスの実績を有し、

カーボンニュートラル社会実現に向け、温室効果ガス排出量の

削減が期待される発電インフラを世界で提供する。これらの事業

の拡大により数年先には売上収益は 5 兆円、EPS は 800 円達成

が期待される。目標株価は EPS800 円の PER20 倍となる 16000

円とする。 

 

★リスク要因 

米政権交代などで世界的に温暖化対策の取組が後退する事

など。 

 

 

7011：日足 

 

中長期の株価トレンドを示す 25 日、

75 日、200 日線はいずれも上昇傾向

にある。 

          

防衛強化、カーボンニュートラル社会実現に向けた取り組みがドライバー 

三菱重工業〈7011〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -8- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連 686,771 -4.0% 28,728 32,270 7.7% 20,994 426.63

2021/3連 635,590 -7.5% 29,986 34,406 6.6% 23,207 431.65

2022/3連 690,392 8.6% 40,076 46,413 34.9% 29,964 520.98

2023/3連 906,261 31.3% 40,035 47,011 1.3% 32,022 556.69

2024/3連予 907,000 0.1% 45,000 50,300 7.0% 33,500 582.36

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

3/22 終値 7995 円 

目標株価 10000 円 

業種 卸売業 

■日本家庭の約40％が使用するLPガスで業界シェア1位 

 

 23 年 3 月期は総合エネルギー事業が売上高の 43％を占め、

産業ガス・機械事業が27％、マテリアル事業が27％などとなって

いる。総合エネルギー事業ではセグメント売上高の49％がLPガ

ス（民生用）。日本の家庭の約40％が LP ガスを使用しており、同

社のシェアは小売・卸売いずれも1位となっている。産業ガス・機

械事業では、水素・液化水素・ヘリウムの市場シェアが業界 1 位

で、液化水素については市場シェア率 100％（同社推計）。24 年

3 月期第3 四半期累計期間（23年4-12 月）の営業利益は前年同

期比 35.7％増の 319.06 億円。総合エネルギー事業において、

LP ガス小売部門での収益性改善などが寄与した。 

 

■コスモエネHD株式を追加取得 

 

昨年 12 月にコスモエネ HD<5021>の株式を追加取得し、同社

の持株比率は約2割まで上昇した。両社は22年に水素事業の協

業で基本合意。今回の株式追加取得を機に、コスモ石油SS の水

素ステーション化など水素事業展開の加速が期待される。なお、

24年3月期通期は営業利益450億円（前期比12.4％増）で計画。

株価は昨年 12 月以降堅調だ。水素事業の成長期待も鑑み、や

や中期的ではあるが、大台10000 円を目標としたい。 

 

★リスク要因 

水素事業の先行投資による収益圧迫など。 

8088：日足 

 

25 日線をサポートラインとした上昇

波動形成中。 

          

LPガス・産業ガスなどで高シェア、水素事業の展開加速に期待 

岩谷産業〈8088〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望 読者の気になる銘柄 

 
 

 

   

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

円 

（株） 

三菱 UFJ フィナンシャルグループ プライム〈8306〉／追加利上げ観測など早くも台頭 

円 

（株） 

19 日前引け後には日銀金融政策決

定会合の結果が発表され、直後は一時

売りが優勢となる場面がみられた。日

銀ではマイナス金利政策の解除を決

定、マイナス0.1％としていた政策金

利を0-0.1％に引き上げるとした。ま

た、YCCの撤廃やETFなどリスク資産

の買い入れ終了も決めている。同社を

はじめ銀行株にとってはプラス材料

となるものの、春闘の結果などから想

定以上の賃金上昇が確認されていた

ため、足元では3月政策修正の織り込

みが進んでいたもよう。目先の出尽く

し感が優勢の展開ともなった。 

ただ、その後週後半にかけては買

い優勢の動きとなっている。日銀の年

内追加利上げ観測なども早々と台頭

している状況のもよう。メガバンクに

とっては米利下げが逆風になる場面

もあろうが、追加利上げ観測が当面の

期待材料となる銀行株は、今後も相場

のリード役になる存在と捉えたい。 

レーザーテック プライム〈6920〉／FOMC 受けて安心感も週末はやや伸び悩みへ 

先週末にかけて2月16日の高値を

更新する展開になっている。注目され

たFOMC では年内3回の利下げ見通し

が維持され、その後の米国株式市場は

安心感から買い優勢の展開となって

いる。FOMCを受けてSOX指数も反発に

転じている格好に。さらに、半導体大

手のマイクロンが決算発表を行って

おり、3-5月期の売上高見通しは64-68

億ドルとし、市場予想の 60 億ドル程

度を上回る形となっている。マイクロ

ン株は時間外取引で一時 15％の上昇

となり、21日には同社など国内半導体

関連株の支援材料につながる。 

ただ、先週末には同社や東京エレク

などが高値更新後に伸び悩んでいる。

高値警戒感も拭い切れない状況と意

識されるところ。先週末のエヌビディ

アの上昇は追い風となるが、来週から

の新年度相場入りに伴う物色シフト

の動きも見極めたく、短期的に過度な

上値追いは控えたいところ。 

読者の気になる
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住友ゴム工業  プライム〈5110〉 

日足ベースの一目均衡表。3月21日

に転換線が上昇を開始し、週末22日は

ローソク足が 6 本連続陽線を描くとと

もに、転換線が基準線を下から上に抜

いて三役好転が完成し、買い手優勢の

形状が顕著になった。基準線は17回連

続上昇中のため強い上昇トレンドが継

続中とみられ、今年2月14日の昨年来

高値1850円を超え上値を伸ばし、2015

年3月31日の上場来高値2313円に向

けて距離を詰める展開が期待できよ

う。 

コニカミノルタ  プライム〈4902〉 

週足ベースのローソク足。昨年12 月

3週と今年1月最終週の一時400円割れ

による2 点底形成を経て反騰を開始。2

月最終週に上ヒゲが節目の 500 円を超

えた後はもみ合いに入った。先週は4週

連続で下値を切り上げるとともに、株価

下方では上向きの26週移動平均線を13

週線が下から上に抜いてゴールデンク

ロスを示現しており、500円絡みのもみ

合い局面を終えて上値追いを再開する

流れとなりそうだ。 

今週のテクニカ

-13 -26 -52  -200 

基準線  転換線  先行スパンA 先行スパンB 遅行スパン 
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コード 銘柄 市場
3/22
株価
（円）

概要

1775 富士古河E&C スタンダード 5960 データセンター向け空調システムを手掛ける。海外でも建設。

1952 新日本空調 プライム 3455 データセンター向けシミュレーション技術の高度化を推進。

1961 三機工業 プライム 2198 データセンター向け省エネ空調システムの開発で実績。

1969 高砂熱学工業 プライム 4880 データセンター向け運用対策サービス を手掛ける。

3167 TOKAIHD プライム 1008 東京都から「環境配慮型データセンター」の認定取得。

3687 フィックスターズ プライム 2264 2024年1月に長野市内にデータセンター開設を発表。

3774 IIJ プライム 2872 データセンター事業の大手。建設エンジニアリングも展開。

3778 さくらインターネット プライム 7120 データセンター大手で政府ガバメントクラウド事業者に選定。

4746 東計電算 スタンダード 3590 自社保有管理運用のデータセンターを保有。

4761 さくらケーシーエス スタンダード 975 データセンターのアウトソーシングサービスを展開。

5258 TMN グロース 649 キャッシュレス決済端末向けデータセンター利用料が収益源。

6584 三櫻工業 プライム 1158 2024年2月にデータセンター向け水冷冷却装置開発を発表。

6702 富士通 プライム 26040 同社グループでは富士通データセンターサービスがデータセンター事業を担当。

6914 オプテックスグループ プライム 1960 データセンター向け防犯・防災・遠隔監視システムを展開。

8058 三菱商事 プライム 3572 米国でのデータセンター事業参入を2024年3月に発表。

8060 キヤノンMJ プライム 4539 国内最高水準の耐震設備を備えた西東京データセンターを稼働。

8818 京阪神ビルディング プライム 1552 大阪地区でデータセンター専用ビルを8棟所有。

9600 アイネット プライム 2335 神奈川など国内4拠点にデータセンターを保有。

9613 NTTデータグループ プライム 2505.5 仮想化技術・運用自動化技術等を導入したサービスを展開。

9719 SCSK プライム 2983.5 関東は印西、関西は三田を中心拠点としてサービスを展開。

9739 NSW プライム 3250 東京・渋谷のほか、山梨などに郊外型のデータセンターを保有。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察 
テーマ別分析 

テーマ別分析：生成 AI 普及で関心高まるデータセンター関連 

■データセンターのニーズは一段と加速 

 

大容量のデータを使用する生成AI(人工知能)の急速な普及で、データセンター関連株に関心が高まっている。サーバーやネット

ワーク機器を設置・運用に特化した建物のデータセンターは、通信、携帯電話、事業継続対策の強化やリモートワーク、電子商取

引の活発化で国内外での新設・拡張が活発化していたが、生成AIの台頭でそのニーズが一段と増している。 

 

データセンターは災害復旧や業務継続計画にも対応した運営品質と高度なセキュリティ対応が求められる。また、電力消費が大

きいことから、サーバー運用にあたっての冷却管理も必要なことから、空調機器メーカーのビジネスチャンスにも繋がっている。

関連株は建屋・空調・電気など建設・設備投資、警備・サイバーセキュリティ、運用管理などを手掛ける企業へと広がりを見せて

いる。 

テーマ別分析 

■主な「データセンター」関連銘柄 

 

出所：フィスコ作成 
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■連続増配の高配当利回り銘柄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

カテゴリー考察 
スクリーニング分析 

連続増配を続ける高配当利回り銘柄 

■今週は 3 月決算企業の配当権利落ち 

 

今週は 3 月期決算企業の配当権利落ち日を迎える。今年は新 NISA 初年度ということもあり、配当権利取りの動きも強まったと

みられ、短期的に高配当利回り銘柄には権利落ちによる反動安も強まる、長期化する懸念がある。こうした中で、相対的に株価の

戻りが早まりそうなものとして、連続増配を続けている銘柄などが挙げられると考えられる。新年度の連続増配なども想定しやす

く、一段の利回り向上が見込めることから、押し目買いの動きなどは早まるものと判断したい。 

スクリーニング要件としては、①今期予想含め5期以上連続増配、②配当利回りが4％以上。 

スクリーニング

出所：フィスコアプリより作成 

 

コード 銘柄 市場
3/22株価

（円）
時価総額
（億円）

配当性向
（％）

配当利回り
（％）

予想
1株利益

（円）

1419 タマホーム プライム 4,275.0 1,259.2 29.3 4.33 317.37

2148 アイティメディア プライム 1,967.0 410.2 83.7 5.85 84.27

3276 JPMC プライム 1,218.0 231.7 9.6 4.52 107.15

3454 ファーストブラザーズ スタンダード 1,262.0 182.3 30.8 5.31 74.52

3538 ウイルプラスHD スタンダード 1,010.0 100.6 30.1 4.31 174.04

4503 アステラス製薬 プライム 1,672.0 30,695.5 13.2 4.19 32.34

4671 ファルコHD スタンダード 2,362.0 266.4 21.3 4.87 121.81

4845 スカラ プライム 732.0 129.6 9.6 5.12 24.24

4848 フルキャストHD プライム 1,487.0 557.4 9.7 4.17 143.29

6101 ツガミ プライム 1,171.0 585.5 19.2 4.10 100.21

6379 レイズネクスト プライム 2,389.0 1,294.1 25.8 5.44 131.09

6670 MCJ スタンダード 1,396.0 1,420.8 25.1 4.08 121.11

6870 日本フェンオール スタンダード 1,625.0 95.8 5.1 4.55 90.66

8130 サンゲツ プライム 3,420.0 2,024.6 21.5 4.09 248.71

8151 東陽テクニカ プライム 1,543.0 402.5 13.5 4.02 102.91

8803 平和不動産 プライム 3,980.0 1,546.6 29.3 4.17 229.12

9233 アジア航測 スタンダード 1,025.0 190.8 33.8 4.29 103.93

9698 クレオ スタンダード 1,147.0 98.5 15.8 4.36 90.63
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■ディフェンシブ業種や低ベータ銘柄の下落耐性が高いとの見方 

 

日経平均は3月4日に史上初となる4万円を突破したが、その翌週には不安定な推移を見せたことをふまえ、東海東京インテリ

ジェンス・ラボでは、今後の下落リスクも意識されると指摘。そこで、同証券では日経平均の調整局面において下落耐性が期待さ

れる銘柄を取り上げている。日経平均の採用銘柄を対象に、3/4終値から3/11終値までの変動率を計測し、同変動率の絶対値が小

さい銘柄を抽出した結果、陸運業をはじめとした内需関連業種や食料品、電気・ガス業といったディフェンシブ業種が並んでいる。

また、ベータ値（対日経平均、180日）を見ても、低ベータ値の銘柄が下落耐性の高い点が改めて示されていると分析している。 

コード 銘柄略称 業種
3/13
株価

（円）

ベータ値
(対日経平均・

180日、

3/13時点)

変動率
（％）

（3/4終値－3/11終値）

（参考） 日経平均 - 38,696.0 - ▲ 3.21

9021 JR西日本 陸運業 6,271.0 0.35 0.02

8306 三菱UFJ 銀行業 1,530.5 0.45 ▲ 0.06

7731 ニコン 精密機器 1,552.0 1.00 ▲ 0.06

3863 日本紙 パルプ・紙 1,152.0 0.12 ▲ 0.09

3099 三越伊勢丹 小売業 2,146.5 0.58 ▲ 0.09

5020 ENEOS 石油石炭製品 661.6 0.73 ▲ 0.15

2768 双日 卸売業 3,799.0 0.82 ▲ 0.16

8331 千葉銀 銀行業 1,214.5 0.43 0.16

9008 京王 陸運業 4,112.0 0.34 0.17

2002 日清粉G 食料品 2,100.0 0.20 0.17

5802 住友電 非鉄金属 2,235.0 0.96 0.18

2802 味の素 食料品 5,376.0 0.93 0.20

7733 オリンパス 精密機器 2,126.0 0.69 0.21

9020 JR東日本 陸運業 8,765.0 0.32 ▲ 0.23

9501 東電力HD 電気・ガス業 800.7 0.72 0.25

9502 中部電 電気・ガス業 1,913.5 0.62 0.29

9001 東武 陸運業 3,774.0 0.47 ▲ 0.31

7752 リコー 電気機器 1,232.0 0.78 ▲ 0.32

7186 コンコルディア 銀行業 755.1 0.47 ▲ 0.34

5714 DOWA 非鉄金属 5,180.0 0.94 ▲ 0.35

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察 
先週の話題レポート 

下落耐性が期待される銘柄をチェック 

先週の話題レポ

ート 

「日経平均の調整局面で下落耐性が期待される銘柄」（東海東京インテリジェンス・ラボ） 

 

出所：QUICK、会社資料等から東海東京インテリジェンス・ラボ作成 

3/4 終値－3/11終値の変動率(絶対値)の小さい順に掲載 
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3 月 15日時点の2市場信用残高は、買い残高が905億円増

の4兆4286億円、売り残高が283億円減の9195億円。買い残

高が4週連続で増加、売り残高は3週連続での減少となった。

また、買い方の評価損益率は-4.33％から-6.09％、売り方の評

価損益率は+7.59％から+6.86％に。なお、信用倍率は 4.58 倍

から4.82倍。 

この週（3月11日－15日）の日経平均は前週末終値比981.30

円安の 38707.64 円。ナスダック指数の下落など米国株の上げ

が一服したことや、為替の円高ドル安が重しとなり、週初 11

日の下落幅は一時 1200 円に迫るなど、日経平均は週を通して

弱い動きとなった。ここまで日経平均のけん引役だった値がさ

半導体株が弱かったことで、日経平均は12日に38271.38円ま

で下げ幅を拡大する場面も。ただ、足元の金価格や原油価格の

上昇を受けて、時価総額の大きい資源関連株や商社株などバリ

ュー銘柄が買われたことや、為替の円高進行が一服したことな

どから日経平均は下げ渋る動きも見られた。 

個別では、なとり<2922>の信用倍率は0.01倍と前週の0.04

倍から、一段と売り長の需給状況となった。2月下旬以降、新

規売りが積み上がっており、ノーリスクで株主優待を取りに行

くヘッジ対応とみられる動きが目立つ。また、東電力HD<9501>

の信用倍率は1.81倍となり、前週の5.31倍から取り組みに厚

みが増した。柏崎刈羽原発の再稼働に向け、政府の動きが活発

化してきたとの報道を手掛かりに、先週末に急伸しており、反

動安を狙った新規売りが積み上がったとみられる。そのほか、

ソースネクスト<4344>の信用倍率は 1.55 倍となり、前週の

3.12 倍から取り組みに厚みが増した。グループで翻訳機を手

掛けるポケトークが、2025 年中の株式上場に向けた準備を進

めるとの発表を受けてストップ高を交えた上昇を見せるなか、

その後の反動安を狙った新規売りが積み上がったようである。
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コード 市場 銘柄
3/22終値

（円）
信用買残
（3/15：株）

信用売残
（3/15：株）

信用倍率
（3/15：倍）

信用買残
（3/8：株）

信用売残
（3/8：株）

信用倍率
（3/8：倍）

2922 東証プライム なとり 2,156.0 6,900 471,900 0.01 11,400 297,500 0.04

9501 東証プライム 東電力ＨＤ 872.8 32,817,600 18,170,300 1.81 46,387,200 8,743,000 5.31

7309 東証プライム シマノ 22,655.0 44,300 51,700 0.86 86,000 37,600 2.29

9048 東証プライム 名鉄 2,225.5 230,900 743,400 0.31 251,700 311,300 0.81

9044 東証プライム 南海電 3,194.0 45,600 359,200 0.13 67,700 203,500 0.33

3176 東証プライム 三洋貿易 1,346.0 609,600 2,042,000 0.30 929,700 1,305,700 0.71

1762 東証プライム 高松Ｇ 2,910.0 14,400 430,200 0.03 14,100 221,700 0.06

4344 東証プライム ソースネクスト 266.0 7,608,900 4,895,600 1.55 5,978,500 1,917,200 3.12

8153 東証プライム モスフード 3,490.0 26,500 415,300 0.06 21,800 190,000 0.11

9021 東証プライム ＪＲ西日本 6,555.0 945,100 477,200 1.98 1,106,100 298,100 3.71

9831 東証プライム ヤマダＨＤ 450.6 4,315,200 5,845,000 0.74 4,390,000 3,253,000 1.35

9142 東証プライム ＪＲ九州 3,600.0 1,073,900 548,900 1.96 1,251,800 352,900 3.55

7458 東証プライム 第一興商 2,001.5 306,300 590,900 0.52 297,500 323,100 0.92

8566 東証プライム リコーリース 5,550.0 18,500 182,900 0.10 19,400 112,400 0.17

3397 東証プライム トリドールＨＤ 4,210.0 330,200 1,553,600 0.21 360,200 994,000 0.36

  

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察-信用需給動向 
Market Data 

2007 年 3 月水準まで信用買い残がさらに増加 

取組みが改善した銘柄 

信用倍率（倍） 

信用残高 金額ベース 単位：百万円 

信用需給動向 
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コラム：カナダドルに先高感 

 原油相場に上昇圧力が強まり、資源国通貨のカナダドルに

底堅さが目立ちます。国内経済も回復軌道に乗り、インフレ再

加速の見方も押し上げ要因に。支持率低迷のトルドー首相の

任期は残り 1 年あまりとなり、政権交代への期待感もカナダド

ルを支援しそうです。 

 

 ドル・カナダドルは昨年末までの 2 カ月弱の間に 5.5％下落

（カナダドルは上昇）後、年明け以降は反発（同反落）し、1 月

半ば以降は 1.36 カナダドル付近を上値に横ばいで推移。カナ

ダの輸出の 8 割はアメリカが占め、この通貨ペアはレンジ相

場になりやすい特徴を持ちます。そのため米連邦準備制度理

事会（FRB)の引き締め的な政策の継続が見込まれるものの、

カナダドルの下げは限定的と予想されます。 

 

 その要因として、カナダ経済の回復が背景にあります。国内

総生産（GDP）は昨年の7-9月期と10-12月期の2期連続のマ

イナス成長から持ち直し、今年1-3月期は年率換算で+1.0％と

予想外に堅調でした。カナダ銀行（中銀）はインフレ沈静化を

受け1月に利上げ打ち止めを宣言したものの、隣国アメリカの

インフレは再加速。カナダにも波及する可能性があり、FRB 同

様、利下げ時期は後ずれしそうです。 

 

 原油相場もカナダドルを支えています。指標となる NY 原油

先物（WTI）は 1 バレル＝「80 ドルの壁」をついに上抜け、目下

85 ドルを目指す展開。ハマス・イスラエル紛争の勃発後は影

響が限定的との見方から WTI は一時 60 ドル台に軟化します

が、中東情勢は不透明化しています。中国経済はなおまだら

模様ながら、経済指標は徐々に持ち直してきており、今後本

格的に回復すればさらに相場を押し上げそうです。 

 

 主要産油国の動向として注目されるのは、石油輸出国機構

（OPEC）の加盟・非加盟国で構成する OPEC プラスの結束力

です。昨年はアンゴラの脱退で盟主のサウジアラビアのリー

ダーシップに疑念が強まり、原油価格の下押し圧力になりまし

た。ただ、プーチン・ロシア大統領の再選でロシアの発言力が

高まり、減産の方針を強める見通しです。足元の原油高はそ

うした要因も重なっているとみられます。 

 

 一方、トルドー政権の支持率 30％付近での低位安定もカナ

ダドルを支えているもようです。2021年の前回総選挙ではコロ

ナ禍での強硬姿勢が嫌気され、与党・自由党は議席を大幅に

減らしました。25 年までに行われる次期総選挙に向け、最大

野党の保守党は支持を拡大し、政権交代の可能性が濃厚で

す。政権のスムーズな移行が期待されているため、政治情勢

はカナダドル売り要因にはなりづらいでしょう。 

 

※あくまでも筆者の個人的な見解であり、弊社の見解を代表

するものではありません。 

 

連載コラム 
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経済カレンダー 

3月25日～3月31日※全て日本時間で表示 

日付 曜日 時間 内容

3月25日 月 08:50 日銀政策委員会・金融政策決定会合議事要旨(1月22・23日分)

14:00 景気先行CI指数(1月)

14:00 景気一致指数(1月)

14:30 東京地区百貨店売上高(2月)

14:30 全国百貨店売上高(2月)

20:00 ブ・FGV建設コスト(3月)

20:00 ブ・FGV消費者物価指数(IPC-S)(先週)

20:25 ブ・週次景気動向調査

20:30 ブ・経常収支(2月)

20:30 ブ・海外直接投資(2月)

23:00 米・新築住宅販売件数(2月)

27:00 ブ・貿易収支(先週)

イシンが東証グロースに新規上場(公開価格:1080円)

米・アトランタ連銀総裁が講演

米・2年債入札

中・中国発展ハイレベルフォーラム(24・25日)

3月26日 火 08:50 企業向けサービス価格指数(2月)

15:00 工作機械受注(2月)

17:00 ブ・FIPE消費者物価指数(先週)

20:00 ブ・ブラジル中央銀行金融政策委員会(COPOM)議事録公表

20:30 ブ・融資残高(2月)

20:30 ブ・個人ローン・デフォルト率(2月)

20:30 ブ・ローン残高(2月)

21:00 ブ・拡大消費者物価指数(IPCA-15)(3月)

21:30 米・耐久財受注(2月)

22:00 米・FHFA住宅価格指数(1月)

22:00 米・S&P/コアロジックCS20都市住宅価格指数(1月)

23:00 米・消費者信頼感指数(3月)

L is Bが東証グロースに新規上場(公開価格:1188円)

ソラコムが東証グロースに新規上場(公開価格:870円)

ハッチ・ワークが東証グロースに新規上場(公開価格:2160円)

JSHが東証グロースに新規上場(公開価格:456円)

中・ボアオ・アジア・フォーラム(BOAO、29日まで)

米・5年債入札

3月27日 水 09:30 豪・消費者物価指数(2月)

10:00 田村日銀審議委員が青森県金融経済懇談会で講演、同記者会見

10:30 中・工業企業利益(2月)

19:00 欧・ユーロ圏消費者信頼感指数(3月)

19:00 欧・ユーロ圏景況感指数(3月)

20:00 ブ・FGVインフレIGPM(3月)

20:30 ブ・基礎的財政収支(2月)

20:30 ブ・純債務対GDP比(2月)

21:00 南ア・南アフリカ準備銀行(中央銀行)が政策金利発表

コロンビア・ワークスが東証スタンダードに新規上場(公開価格:3300円)

シンカが東証グロースに新規上場(公開価格:1320円)

ダイブが東証グロースに新規上場(公開価格:1820円)

米・7年債入札

伊・2年債、5年債、10年債入札

独・7年債入札

米・ニューヨーク国際自動車ショー報道公開(28日まで、一般公開は29日-4月7日)

決算発表 中国工商銀行
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Market Data 
 

 

 

 

 

 

 

 

3月25日～3月31日※全て日本時間で表示 

日付 曜日 時間 内容

3月28日 木 08:50 対外・対内証券投資(先週)

08:50 日銀金融政策決定会合における主な意見(3月18、19日)

09:30 豪・小売売上高(2月)

10:10 国債買い入れオペ(残存3-5年、残存5-10年、残存10-25年)(日本銀行)

16:00 英・GDP改定値(10-12月)

17:55 独・失業率(失業保険申請率)(3月)

18:00 欧・ユーロ圏マネーサプライ(2月)

19:30 印・財政赤字(2月)

20:00 ブ・中央銀行が四半期インフレ報告公表

20:30 印・インフラ産業8業種(2月)

21:00 ブ・全国失業率(2月)

21:30 米・国内総生産(GDP)(10-12月)

21:30 米・新規失業保険申請件数(先週)

22:45 米・MNIシカゴ購買部協会景気指数(3月)

23:00 米・中古住宅販売成約指数(2月)

23:00 米・ミシガン大学消費者マインド指数(3月)

カウリスが東証グロースに新規上場(公開価格:1530円)

情報戦略テクノロジーが東証グロースに新規上場(公開価格:460円)

米・FTX共同創業者サム・バンクマンフリード被告に連邦地裁が量刑言い渡し

3月29日 金 08:30 有効求人倍率(2月)

08:30 失業率(2月)

08:30 東京CPI(3月)

08:50 百貨店･スーパー売上高(2月)

08:50 小売売上高(2月)

08:50 鉱工業生産指数(2月)

14:00 住宅着工件数(2月)

21:00 南ア・貿易収支(2月)

21:30 米・卸売在庫(2月)

21:30 米・個人所得(2月)

21:30 米・個人消費支出(2月)

21:30 米・個人消費支出(PCE)価格コア指数(2月)

マテリアルグループが東証グロースに新規上場(公開価格:1180円)

グリーンモンスターが東証グロースに新規上場(公開価格:980円)

中・経常収支確定値(10-12月)

米・株式市場は祝日のため休場(聖金曜日)

欧・株式市場は祝日のため休場(聖金曜日)

英・株式市場は祝日のため休場(聖金曜日)

香港・株式市場は祝日のため休場(聖金曜日)

3月30日 土 米・ノースダコタ州予備選挙

3月31日 日 10:30 中・製造業PMI(3月)

10:30 中・非製造業PMI(3月)

10:30 中・総合PMI(3月)

欧・夏時間開始
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日米主要経済指標のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■(米)3 月CB 消費者信頼感指数 

26 日(火)午後11 時発表予定 

 

（予想は、107.0） 参考となる2月実績は106.7。労働市場の状況や国内の政治環境に対する懸念があったようだ。3月につい

てはやや改善する見込みだが、国内の政治環境がすみやかに改善する見込みは薄いため、2月実績と差のない水準にとどまる可

能性がある。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

■(日)2 月失業率 

29 日(金)午前8 時30 分発表予定 

 

（予想は、2.5％） 参考となる1月実績は2.4％。有効求人倍率は1月実績と同水準となる可能性があるが、求職者数の増加

によって失業率はやや上昇する可能性がある。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

■(日)2 月鉱工業生産速報値 

29 日(金)午前8 時50 分発表予定 

 

（予想は、前月比＋1.3％） 参考となる1月実績は前月比－6.7％。1月の落ち込みは自動車メーカーの工場停止や能登半島で

の地震が影響した。2月については反動増が予想されるものの、生産状況は回復していないため、大幅増は期待できない。 

 

------------------------------------------------------------------- 

■(米)2 月コア PCE 価格指数 

29 日(金)午後9 時30 分発表予定 

 

（予想は、前年比＋2.8％） 1月は住居費と公共料金の上昇が寄与した。2月については住居費と金融サービス・保険の上昇が

見込まれており、上昇率は1月と同水準となる見込み。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日米主要経済指標のポイント
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※なお、下記のカレンダーはあくまでも予定で企業の都合により変更される可能性があります。 

決算カレンダー 
Market Data 

 

決算カレンダー 

日付 コード 銘柄 上場部名 時刻

3月25日 2796 ファーマライズホールディングス スタンダード －

3160 大光 スタンダード －

3月26日 7624 ＮａＩＴＯ スタンダード －

3月27日 4465 ニイタカ スタンダード －

6664 オプトエレクトロニクス スタンダード －

9369 キユーソー流通システム スタンダード －

3月28日 2792 ハニーズホールディングス プライム －

6264 マルマエ プライム －

7068 フィードフォースグループ グロース －

7485 岡谷鋼機 名証プレミア －

9976 セキチュー スタンダード －

3月29日 2164 地域新聞社 グロース －

2354 ＹＥ　ＤＩＧＩＴＡＬ スタンダード －

2778 パレモ・ホールディングス スタンダード －

2975 スター・マイカ・ホールディングス プライム －

3089 テクノアルファ スタンダード －

3321 ミタチ産業 スタンダード －

3607 クラウディアホールディングス スタンダード －

3892 岡山製紙 スタンダード －

6083 ＥＲＩホールディングス スタンダード －

7921 ＴＡＫＡＲＡ　＆　ＣＯＭＰＡＮＹ プライム －

8155 三益半導体工業 プライム －

9265 ヤマシタヘルスケアHD スタンダード －

9651 日本プロセス スタンダード －
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日付 証券会社 コード 社名 レーティング 目標株価（円）

3月18日 ＳＭＢＣ日興 9532 大瓦斯 2→1格上げ 2700→4300

モルガン 2371 カカクコム UNDERWEIGHT→OVERWEIGHT格上げ 1500→2200

4478 フリー EQUALWEIGHT→OVERWEIGHT格上げ 3200→4650

4755 楽天グループ EQUALWEIGHT→OVERWEIGHT格上げ 550→1100

3月19日 大和 4626 太陽ＨＤ 3→2格上げ 2400→3800

7182 ゆうちょ銀行 3→2格上げ 1100→1800

3月21日 ＵＢＳ 9201 ＪＡＬ BUY新規 -

3月22日 みずほ 1721 コムシスＨＤ 中立→買い格上げ 2600→4300

大和 4540 ツムラ 3→2格上げ 2900→4700

東海東京 2811 カゴメ NEUTRAL→OUTPERFORM格上げ 3520→5120

6676 メルコ NEUTRAL→OUTPERFORM格上げ 3300→3700

6750 エレコム NEUTRAL→OUTPERFORM格上げ 2000

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

格上げ・買い推奨 

※下記のレーティングや目標株価は証券各社が発表したもののうち、フィスコが把握したものを集計しています。 

格上げ・買い推奨 レーティング

レーティング 

格上げ・買い推奨 
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日付 証券会社 コード 社名 レーティング 目標株価（円）

3月18日 みずほ 3487 CREロジ 買い→中立格下げ 195000→155000

モルガン 2678 アスクル OVERWEIGHT→EQUALWEIGHT格下げ 2200→2100

3月19日 ＪＰモルガン 9303 住友倉 NEUTRAL→UNDERWEIGHT格下げ 2500→2400

ＵＢＳ 2593 伊藤園 BUY→NEUTRAL格下げ 6000→3900

シティ 6967 新光電工 1→2格下げ 6700→5920

大和 4118 カネカ 2→3格下げ 3700→3900

3月21日 ＳＭＢＣ日興 7276 小糸製 2→3格下げ 2200→1800

東海東京 4187 大有機化 OUTPERFORM→NEUTRAL格下げ 3020→3440

3月22日 みずほ 1951 エクシオG 買い→中立格下げ 2550→3450

3471 三井不ＬＰ 買い→中立格下げ 600000→490000

9001 東武 買い→中立格下げ 3700→4000

9042 阪急阪神 買い→中立格下げ 4700

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

格下げ・売り推奨 

※下記のレーティングや目標株価は証券各社が発表したもののうち、フィスコが把握したものを集計しています。 

レーティング 

格下げ・売り推奨 
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個人 単位：億円 外国人 単位：億円

生・損保 単位：億円 信託銀 単位：億円

投信 単位：億円 事業法人 単位：億円
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投資主体別売買動向 - 1 

総括コメント 

3月第2週の投資主体別売買動向によると、外国人投資家は総合で5255億円と売り越しに転じた。現物、TOPIX先物、225先物

はすべて売り越しに転じた。個人投資家は総合で5709億円と買い越しを継続した。 

そのほか、投信は1113 億円と売り越しを継続し、都地銀は1979 億円と買い越しに転じた。生・損保は99億円と売り越しを継

続し、事法は1473億円と買い越しに転じ、信託は3874億円と売り越しを継続した。 

なお、自己は現物と225先物で買い越しを継続し、TOPIX先物は売り越しを継続し、総合で193億円と売り越しに転じた。この

週の裁定残は前週末比1295.88 億円増（買い越し）とネットベースで1兆6373.99 億円の買い越しとなった（買い越し幅増加）。

週間の騰落率は日経平均で2.47％の下落だった。 

3 月第 2 週：外国人投資家は総合で売り越しに転じる 

投資主体別売買動向
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Ｍａｒｋｅｔ展望
単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

23/12/04 ▲2,677 3,775 ▲5,468 744 1,692 ▲18 268 1,252

23/12/11 ▲2,286 ▲3,287 2,529 138 2,866 2 ▲287 260

23/12/18 1,814 ▲2,010 558 ▲276 2,051 ▲89 ▲388 ▲2,047

23/12/25 5,337 ▲2,518 ▲2,263 254 ▲77 ▲90 ▲198 ▲902

24/01/04 ▲1,608 ▲551 1,592 43 611 ▲242 ▲56 62

24/01/09 3,003 ▲10,682 9,589 ▲1,165 1,300 ▲245 ▲1,000 ▲89

24/01/15 2,879 ▲2,066 3,894 ▲2,387 437 ▲7 ▲602 ▲1,825

24/01/22 ▲2,296 2,897 4,055 ▲1,482 601 22 ▲324 ▲3,655

24/01/29 709 503 1,775 ▲2,016 663 90 ▲380 ▲1,401

24/02/05 2,050 2,069 3,777 ▲2,789 1,639 ▲255 ▲723 ▲5,476

24/02/12 6,224 ▲2,780 2,638 ▲971 664 ▲183 ▲506 ▲4,524

24/02/19 5,063 ▲1,138 ▲634 ▲671 892 28 ▲710 ▲2,204

24/02/26 2,715 ▲1,020 3,889 ▲1,599 ▲929 ▲77 ▲531 ▲2,544

24/03/04 4,757 3,080 1,846 ▲2,358 ▲70 ▲419 ▲554 ▲6,811

24/03/11 2,962 4,550 ▲503 ▲1,755 1,461 ▲218 ▲167 ▲6,823

単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

23/12/04 ▲1,000 ▲540 6,000 ▲1,600 ▲0 50 ▲170 ▲3,200

23/12/11 690 292 ▲600 ▲180 6 19 94 ▲354

23/12/18 ▲920 23 ▲1,200 15 0 19 ▲3 2,116

23/12/25 ▲5,770 ▲118 3,900 98 ▲0 9 ▲196 2,065

24/01/04 1,150 ▲2 ▲1,000 ▲82 ▲6 26 20 34

24/01/09 ▲1,900 100 1,600 1,042 4 38 ▲32 ▲921

24/01/15 1,500 154 ▲900 453 7 56 ▲262 ▲1,030

24/01/22 8,457 49 ▲9,046 21 ▲11 2 ▲235 735

24/01/29 2,950 ▲189 ▲2,400 ▲179 ▲1 52 480 ▲720

24/02/05 ▲304 82 1,453 146 12 ▲10 42 ▲1,560

24/02/12 ▲3,697 415 1,271 1,035 3 ▲60 183 941

24/02/19 ▲2,645 ▲154 2,054 500 ▲6 ▲52 ▲20 382

24/02/26 ▲347 ▲145 ▲343 811 ▲5 6 ▲845 757

24/03/04 ▲2,810 405 964 218 7 9 158 1,079

24/03/11 ▲4,383 519 ▲1,167 113 7 57 1,381 3,404

単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

23/12/04 ▲1,100 500 0 900 118 ▲27 ▲920 ▲200

23/12/11 680 ▲600 ▲1,700 1,180 ▲69 0 752 ▲180

23/12/18 ▲920 660 500 ▲890 37 2 380 ▲100

23/12/25 80 ▲60 200 ▲110 ▲26 0 ▲101 47

24/01/04 860 ▲40 ▲1,900 674 ▲82 0 310 235

24/01/09 ▲300 ▲770 3,800 ▲1,360 ▲97 21 480 ▲1,310

24/01/15 ▲2,440 0 2,200 564 16 30 ▲370 ▲10

24/01/22 ▲321 245 522 291 90 48 ▲1,712 624

24/01/29 280 20 ▲2,700 842 ▲69 0 1,676 210

24/02/05 ▲172 ▲469 1,976 ▲887 ▲38 ▲28 ▲80 ▲501

24/02/12 ▲1,710 275 ▲1,759 1,751 111 57 ▲73 1,871

24/02/19 ▲403 45 ▲1,262 1,823 ▲13 0 ▲647 776

24/02/26 185 379 ▲2,186 1,478 42 ▲12 ▲1,246 716

24/03/04 654 ▲643 1,509 ▲273 42 ▲5 ▲648 353

24/03/11 1,228 640 ▲3,585 529 5 62 765 ▲455

T
O
P
I
X
先
物

日
経
平
均
先
物

現
物

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投資主体別売買動向 - 2 

市場別データ 



 

株式会社フィスコ 10

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。 

Vol. 561 Weekly 
2024 03 25 

週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望

銘柄名 コード 市場 上場日
仮条件

（円）

公募株数

（株）

売出株数

（株）

公募価格

（円）

初値

（円）
主幹事

3/22終値

(円)

トライアルホールディングス 141A グロース 3/21 1,600～1,700 21,200,000 5,081,000 1,700 2,215
大和、MUMSS、

モルガン、シティ
2,300

事業内容：

ＳＴＧ 5858 グロース 3/21 1,820～1,920 150,000 206,500 1,920 3,215 みずほ 3,260

事業内容：

ジンジブ 142A グロース 3/22 1,620～1,750 200,000 202,500 1,750 - SBI -

事業内容：

イシン 143A グロース 3/25 1,000～1,080 240,000 323,500 1,080 - みずほ -

事業内容：

ソラコム 147A グロース 3/26 820～870 4,733,800 7,692,200 870 - みずほ、大和 -

事業内容：

L is B 145A グロース 3/26 920～990 800,000 872,600 1,188 - 野村 -

事業内容：

ハッチ・ワーク 148A グロース 3/26 1,680～1,800 161,900 186,800 2,160 - SMBC日興 -

事業内容：

ＪＳＨ 150A グロース 3/26 350～380 850,000 127,500 456 - SBI -

事業内容：

コロンビア・ワークス 146A スタンダード 3/27 3,110～3,300 833,400 217,100 3,300 - 野村 -

事業内容：

ダイブ 151A グロース 3/27 1,710～1,820 365,000 342,200 1,820 - SBI -

事業内容：

シンカ 149A グロース 3/27 1,050～1,100 467,000 246,000 1,320 - SMBC日興 -

事業内容：

情報戦略テクノロジー 155A グロース 3/28 380～460 1,470,000 910,500 460 - みずほ -

事業内容：

カウリス 153A グロース 3/28 1,440～1,530 380,000 1,449,300 1,530 - SBI、大和 -

事業内容：

マテリアルグループ 156A グロース 3/29 1,100～1,180 50,000 5,570,100 1,180 - 野村 -

事業内容：

大手企業向けＤＸ内製支援サービス等

コミュニケーションプラットフォーム「カイクラ」の開発、販売及びその他関連する業務

法人向けクラウド型不正アクセス検知サービスの提供等

リゾートバイトに特化した人材派遣・人材紹介事業、宿泊施設運営事業、情報システム事業

小売、物流、金融・決済、リテールテックなど、各事業を中心とした企業グループの企画・管理・運営（純粋持株会社）

マグネシウム及びアルミニウムダイカスト製品の製造・販売

企業の自治体向けマーケティング支援事業、日系大手企業のグローバルオープンイノベーション支援事業、成長企業のブランディング及び採用

支援事業

IoTプラットフォーム「SORACOM」の開発・提供

高卒就職採用支援サービス及び人財育成サービス

フィードワーカー向けビジネスチャット「direct」を中心とした現場DXサービスの開発・提供

月極駐車場検索ポータルサイト「アットパーキング」、月極駐車場オンライン管理支援サービス「アットパーキングクラウド」の提供並びに貸し会議

室サービス「アットビジネスセンター」の運営

不動産開発事業を単一セグメントとする不動産開発、不動産賃貸管理、ホテル運営

地方創生事業（障がい者雇用支援サービス、観光物産サービス）、在宅医療事業（精神科訪問診療コンサルティング・訪問看護サービス）

PR・デジタルを中心としたマーケティングコミュニケーション支援

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規上場銘柄

新規上場銘柄 
結果とスケジュール 

 

※ データは直近の新規上場銘柄の結果とスケジュールを全て掲載しています。 

証券会社によって取り扱いが異なりますので、お取引の際は各証券会社にご確認ください。 
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Ｍａｒｋｅｔ展望

銘柄名 コード 市場 上場日
仮条件

（円）

公募株数

（株）

売出株数

（株）

公募価格

（円）

初値

（円）
主幹事

3/22終値

(円)

グリーンモンスター 157A グロース 3/29 920～980 750,000 400,000 980 - みずほ -

事業内容：

アズパートナーズ 160A スタンダード 4/4-10 1,890～1,920 393,000 517,000 - - 野村 -

事業内容：

イタミアート 168A グロース 4/8 1,580～1,600 420,000 150,000 - - 東海東京 -

事業内容：

ハンモック 173A グロース 4/11 - 50,000 1,277,000 - - SMBC日興 -

事業内容：

Will Smart 175A グロース 4/16 - 200,000 472,000 - - 大和 -

事業内容：

レジル 176A グロース 4/24 - 150,000 5,005,100 - - 大和 -

事業内容：

コージンバイオ 177A グロース 4/25-5/2 - 850,000 0 - - 野村 -

事業内容：

「IT資産管理・セキュリティ対策」「営業支援・名刺管理」「AIによる文字認識を活用したデータエントリー」に関する業務支援システム及びクラウド

サービスの開発、提供

モビリティ業界を中心とした事業課題解決に対してDX技術を駆使したソリューションの企画・提案、ソフトウェアの受託開発及び運用支援

集合住宅への電力供給及び分散型電源の開発 法人への再生可能エネルギーを主体とした電力供給 エネルギー事業者へのBPO及びSaaSの
提供を通じたDX支援

培地（微生物や細胞の培養に用いる生育環境のこと）の開発・製造・販売及び細胞加工物の製造受託

BtoB向けECサイト「キングシリーズ」等を通じたオリジナル大型セールスプロモーション商材の企画・制作・販売

シニア事業（介護付きホーム、デイサービス、ショートステイのサービス提供）及び不動産事業（介護付きホーム等の不動産開発、老朽化不動産

の再生、マンション等の賃貸）

体験型投資学習支援事業
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Ｍａｒｋｅｔ展望

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

1301 極洋 3845 3796.25 3730 1417 ミライトワン 1941 1884 1728.5

1726 Ｂｒ．ＨＤ 383 380.25 359.5 1950 日本電設 2121 2052.75 1891.5

2292 Ｓ　ＦＯＯＤＳ 3385 3309.25 3100.5 2503 キリンＨＤ 2121 2094 2099.5

2587 サントリーＢＦ 5207 4930 4875 2737 トーメンデバ 6330 5265 5905

2810 ハウス食Ｇ 3127 3124.75 3019.5 3076 あいＨＤ 2433 2377.5 2311

3176 三洋貿易 1346 1336.5 1236 3186 ネクステージ 2787 2757 2764.5

3480 ジェイ・エス・ビー 2777 2624.75 2390 3608 ＴＳＩ　ＨＤ 761 747.25 631.5

3834 朝日ネット 648 631.25 619.5 3843 ＦＢ 1417 1374.5 1404.5

3880 大王紙 1216 1197 1138 3922 ＰＲＴＩＭＥＳ 1979 1662 1969.5

3963 シンクロフード 635 622.25 579 4180 Ａｐｐｉｅｒ 1682 1663.75 1673

4194 ビジョナル 9490 7532.5 8900 4246 ＤＮＣ 794 784.5 703

4290 ＰＩ 661 599.5 653 4344 ソースネクスト 266 201.75 257.5

4345 シーティーエス 786 731.75 782.5 4396 システムサポート 2134 1972.25 1784.5

4471 三洋化成 4410 4188.75 4310 4613 関ペイント 2219 2213.25 2028.5

4722 フューチャー 1723 1592.25 1672 4751 サイバー 1111 938.5 1065

4809 パラカ 2005 1996 1931 5757 ＣＫサンエツ 4035 3981.25 4032.5

5857 AREHD 1995 1913 1960.5 5959 岡部 762 752.75 738

6070 キャリアリンク 2725 2652.75 2693 6135 牧野フライス 6260 6111.25 5660

6143 ソディック 736 710 725 6465 ホシザキ 5573 5356.25 4952

6471 日本精工 871 846.25 806 6472 ＮＴＮ 322 302.25 312.5

6586 マキタ 4259 4028 3638 6914 オプテクスG 1960 1802 1922.5

6952 カシオ計 1304 1245.25 1269 6966 三井ハイテク 8906 8850 8075

7013 ＩＨＩ 3671 3538.75 3565 7201 日産自 643 618.5 560.5

7381 北國ＦＨＤ 5150 5135 4830 7593 ＶＴＨＤ 527 522 508.5

7701 島津製 4436 4226.75 4103.5 7718 スター精密 1854 1822 1748

7826 フルヤ金属 10910 10295 10085 8410 セブン銀行 303 302.75 290.5

8803 平和不 3980 3966.25 3860 8860 フジ住宅 751 721.25 692

9003 相鉄ＨＤ 2820 2797.5 2598 9041 近鉄ＧＨＤ 4664 4615 4610

9072 ニッコンＨＤ 3077 3051.5 2829.5 9075 福山運 3750 3746.25 3557.5

9202 ＡＮＡ 3224 3216.5 3082 9310 トランスシティ 671 652.25 579.5

9644 タナベ 1065 1060.75 903.5 9658 ビジ太昭 2190 2157.25 1988

9830 トラスコ中山 2492 2369.5 2292
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コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

4719 アルファ 3310 3322 3672 4845 スカラ 732 747.25 734.5

6036 キーパー技研 5060 5986.25 5077.5

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一目均衡表雲抜け銘柄 

 雲下抜け銘柄（プライム） 

雲下抜け銘柄（プライム） 



〒730-0031　 広島市中区紙屋町1-3-8　 ℡：082-245-5000 三 次 支 店 〒728-0012　三次市十日市中2-13-26 ℡：0824-62-3121

〒736-0046 広島県安芸郡海田町窪町5-8 ℡：082-208-5700 可 部 支 店 〒731-0221　広島市安佐北区可部3-20-21 ℡：082-815-2600

〒720-0812　　 福山市霞町1-1-1　 ℡：084-922-1321 広島西支店 〒733-0841 広島市西区井口明神1-17-4 ℡：082-277-2700

〒700-0826 岡山市北区磨屋町1-3 ℡：086-222-1561 東広島支店 〒739-0014 東広島市西条昭和町2-7 ℡：082-422-3621

〒726-0004　 府中市府川町335-1 ℡：0847-45-8500 廿日市支店 〒738-0024　廿日市市新宮1-9-34 ℡：0829-31-6611

〒722-0035　 尾道市土堂2-7-11 ℡：0848-23-8121 岩 国 支 店 〒740-0018　岩国市麻里布町2-7-7 ℡：0827-22-3161

〒722-2323　広島県尾道市因島土生町2017-3　 ℡：0845-22-2291 徳 山 支 店 〒745-0034　周南市御幸通2-15 ℡：0834-31-5350

〒725-0026　竹原市中央5-5-5　　 ℡：0846-22-2295 防 府 支 店 〒747-0035　防府市栄町1-5-1 1F ℡：0835-22-2871

〒723-0014　三原市城町1-25-1 ℡：0848-67-6681 宇 部 支 店 〒755-0029　 ℡：0836-31-1105

〒737-0045　呉市本通3-5-4 ℡：0823-21-6401

萩 支 店 〒758-0027　萩市吉田町51-11 ℡：0838-25-2121

ネットセンター（インターネット取引）　　https://www.hirogin-sec.co.jp 東京営業所 〒104-0031 中央区京橋2-7-19 6Ｆ ℡：03-6228-7251

コールセンター（コール取引）　　　　　 フリーアクセス：0120-506-084 今治営業所 〒794-0022 今治市室屋町1-1-13 ℡：0898-55-8280

宇部市新天町2-3-3
ボスティビルド3階

府 中 支 店

岡山営業所

本店営業部

海田営業所

三 原 支 店

呉 支 店

竹 原 支 店

尾 道 支 店

因 島 支 店

福 山 支 店

当資料は、投資判断の参考となる情報提供のみを目的としており、個別の金融商品の投資勧誘を目的として作成または
提供するものではありません。当資料は、作成者が信頼できると判断した情報源に基づいて作成されていますが、その情
報の正確性や完全性を、または、将来の経済・市況動向等を予測・保証するものではありません。また、当資料中の見解
等は今後予告なく変更される場合がありますので、投資に係る最終決定はご自身の判断でなさいますようお願い申し上
げます。金融商品等の手数料等及びリスクについては、当該商品等の上場有価証券等書面、契約締結前交付書面、目
論見書及びお客さま向け資料等に記載しておりますので、よくお読みください。

株式、債券、ファンド、上場ETF及び上場リートのご購入の際のご注意事項

【お取引時の手数料について】（営業店でお取引の場合の手数料率、税込表示）

● 国内株式の売買取引には約定代金に対して最大1.155％の売買手数料（同手数料額が2,750円に満たない場合は

2,750円）をいただきます。マルチネット取引で売買いただく場合には対面取引の基本手数料から20％割引（当該金額が

2,200円に満たない場合には、一律2,200円）となります。又、外国株式の売買取引には売買金額（現地における約定代金

に現地委託手数料と税金等を買いの場合は加え、売りの場合は差し引いた金額）に対して最大0.88％の委託手数料（同

手数料額が2,750円に満たない場合は2,750円）をいただきます。
● 非上場債券（国債、地方債、政府保証債、社債等）を当社が相手方となり、お買付けいただく場合には、購入対価のみ
お支払いいただきます。

● ファンドのご購入時や運用期間中には以下の費用がかかります。＜直接費用＞購入手数料（スイッチング手数料を含

む）上限3.85%、換金手数料上限1.10%、信託財産留保額上限0.50％が必要となります。マルチネット取引の場合は購入

手数料（スイッチング手数料を含む）、換金手数料について対面取引手数料の20％割引となります。

＜間接費用＞運用管理費用（信託報酬）上限2.50％、（注）その他の費用・手数料（監査費用、有価証券等の売買にかかる

手数料、資産を外国で保管する場合の費用、信託事務に要する諸費用等）をご負担頂きます。（注）その他費用・手数料は、運用

状況等により変動する為、料率の上限等を示すことができません。

● 外国株式、外国債券、外国投資信託を売買取引する際の円貨と外貨の交換レートには、約定代金に応じて当社が決定
する為替スプレッドがあります。

●＜株式、上場ETF、債券のリスク＞株式や上場ETFの売買取引については、株価の変動により投資元本を割り込むこと

があります。債券は金利水準の変動等により価格が上下し、損失が生じるおそれがあります。外国株式、外国債券及び外

貨建て資産に投資する上場ETFは、為替相場の変動等により損失が生じるおそれがあります。また、発行者の経営・財務

状況の変化及びそれらに関する外部評価の変化等により投資元本を割り込むことがあります。

● ＜為替リスク＞外貨建て商品の場合、外貨建てでは投資元本を割り込んでいない場合でも、為替変動あるいは外貨交

換の際の為替スプレッドにより、円換算ベースで投資元本を割り込み損失を被る場合があります。

● ＜上場リートのリスク＞リートは、不動産などで運用を行う上場投資法人です。リート市場価格については、金融経済動

向、不動産市況、災害（地震、火災等）等の影響を受け変動し損失が生じるおそれがあります。分配金は不動産などから

の収入に応じ変動します。金融商品取引所が定める基準に抵触し上場廃止になった場合には、取引が著しく困難になる

可能性があります。

● ＜ファンドのリスク＞ファンドは、主に国内外の株式、債券、不動産投資信託証券など値動きのある有価証券等（外貨

建て資産には為替リスクもあります）に投資しますので基準価額は大きく変動します。従って、投資元本が保証されている

ものではなく、これを割り込むことがあります。また、「毎月分配型」及び「通貨選択型」ファンドの“収益分配金に関する留

意事項”及び“通貨選択型投資信託の収益イメージ”は、必ずご確認して頂きたい重要事項となっておりますので、投資信

託説明書（交付目論見書）をよくお読みください。

【リスクについて】

商号等 ひろぎん証券株式会社

金融商品取引業者中国財務局長（金商）第20号

加入協会 日本証券業協会

資料作成：株式会社フィスコ

〒107-0062 東京都港区南青山五丁目13番3号

（帳票 J-10-002 営業統括部 2020年6月改定）
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